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 編集チームより 

「酷暑日」なんて言葉が生まれるほど毎日暑い日が続いていますね

マリンレジャーを楽しみつつ、熱中症に気をつけて安全第一で夏を楽しみましょう！ （by 担当M山）

「＋ＯＮＥ（プラスワン）マーク制度」

旅客不定航路事業、一般不定期航路事業者が、法令で定められた基準に上乗せして自主的に取り
組む安全性向上の活動を評価・認証する制度※です！

主な評価項目

① フェニックスサイトシーイング
  コーポレーション株式会社
（北海道小樽市）

 ② 株式会社しまなみ
（愛媛県今治市）

 ③ 西日本海運株式会社
（福岡県北九州市）

④ 佐渡尖閣湾リゾート株式会社
（新潟県佐渡市）

事業者が安全対策に熱心に取り組んで
いることが一目で分かります！
自社HPや名刺などで、お客様や社会に
積極的にアピールしていきましょう！

+ONEマークを取得したら、どんなメ
リットがあるッピ？

○ 安全性に対する取組状況

・海難防止に関する取り組み

・緊急時の救命に繋がる設備の状況

・乗客への安全情報の提供に関する取り組み

○ 運輸安全マネジメントの取組状況

・安全方針や重点施策の計画

・安全に関する取り組みの実施

・内部監査や継続的改善

（一社）日本海事代理士会では、「運輸安全マ
ネジメント支援事業」も実施しています

事業者の皆様の規模やニーズに応じた支援
（講習等）を行っていますので、お気軽にご相
談してみてくださいね！

「運輸安全マネジメント」を知ろう！

+ONEマークの評価等の今年度の応
募受付期間は、2026年10月1日から
10月20日までです！
募集要項は、日本海事代理士会HPに
掲載されています
うみマガ読者の皆さんの周りの方にも、
+ONEマーク制度の周知にご協力お
願いいたします。

+ONEマーク（認証マーク）

※ 評価・認証は、（一社）日本海事代理士会が実施しています。

一般の方向けに、HPには制度の紹介を
入れるのもオススメだッピ

認証済みの事業者一覧

▼ お問い合わせ先はこちら ▼

https://jmpcaa.org/contact

設備導入の支援事業※

も活用出来ます！

+ONEマーク 募集要項

+ONEマーク制度に限らず、うみマガの
周知も忘れないでッピ！

（※裏面参照）
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https://jmpcaa.org/contact
https://marine-shien.jp/
https://jmpcaa.org/archives/5871
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https://jmpcaa.org/archives/5871


読者登録は
こちら！

登録フォーム

■本メールマガジンに関するお問合せ先

国土交通省海事局安全政策課安全監理室

hqt-umimaga@ki.mlit.go.jp

うみマガ読者アンケート

https://forms.cloud.microsoft/
r/jTQDVqiBBv?origin=lprLink

▼ アンケートはこちらから ▼

読者のみなさまに、より役立つ情報をお届け
できるよう、アンケートへのご協力をお願いい
たします

いただいたご意見は、今後の「うみマガ」づく
りに活用させていただきます

ぜひみなさまの率直な感想やご要望をお聞
かせください！

安全運航いろはカルタ  
出典：（公社）日本海難防止協会「安全運航のいろは」
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あなたは、レーダー※を親友のように強

い味方にしていますか？

霧の中や夜間の航海では、周辺の船や
障害物の方位や距離を正確に把握する
ために、レーダーはとても頼りになる存
在です

航海者にとって、これほど力強いアド
バイザーはいないでしょう

しかし！レーダーは、こちら側から話し
かけ、積極的に働きかけないと味方には
なりません・・・

むしろ間違ったり、頼り過ぎやマンネリ
による手抜きをすると敵（事故）となっ
てしまうことも ！

屋形船へのドライブレコーダー活用した事例紹介！

２０２７年４月１日以降に、旅客不定期航路事業（２０トン未満）を運航する場合は、ドライブレコー
ダー（ドラレコ）を使った教育訓練の実施が義務化されます

また、教育訓練の内容は安全管理規程への記載が必要なため、２０２７年３月３１日までに変更・届
出を行うようお願いします。

【ドラレコを教育訓練で活用して良かった点】

○ 教育する側も受講する側の目線に立ち、教育
内容の分かりやすさを見直すことができる。

○ 映像を見返すことで、自他の操船の良かった
点や改善点を共有できる。

○ 安全教育や事故防止にも役立ち、安全意識
や操船技術の向上につながる。

「船宿縄定」のドラレコ活用事例

船宿縄定では、義務化に先んじてドラレコを用
いた教育訓練を行っているため、搭載位置や教
育訓練で活用して良かった点をご紹介します！

船名 第10縄定丸、総トン数 14トン、旅客定員 41名

ドラレコ搭載位置

カメラ②
（操船者）

カメラ①
（前方）

義務の対象でない場合も、ぜひドラレコを使った
教育訓練の活用を検討しましょう！

- - - - - - 教育訓練での活用 - - - - - -

カメラ②
の映像

カメラ①
の映像

ふな やど なわ さだ

MENU

※ ARPAレーダーなど

※ 小型旅客船等の
安全・安心確保推進事業

（公財）日本財団の助成を受け、
（一社）日本中小型造船工業会が
実施しています。

１分で

終わる

支援事業は
こちらから

制度概要は
こちらから

レーダーを積極的に活用し、早めの判
断 ・措置をとるための「よきアドバイ

ザー」として頼りにすることが大切です。
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